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投
票
成
績
は
四
都
市
白
ト
ヅプ

!

。
表夏

文
ル
町
観
世
都
市

睦

般
へ
白
塗
は
聞
か
れ
ま
し
た

よ

新
し
い
短
波
に
よ
っ
て
、
市
民

の
費
面
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
「
奈
良
闘
際
文
化
観
光
都
市
建

の
住
民
投
療
は
、
来
る
九

だ畏市E 奈1950.1O}ll B ~行(1) 

七
鮒
一ニ
分
玄
閣
と
い
号
好
成
衝
に

な
っ

て
あ
ら
わ
れ
、

同
じ
〈
こ
の

自
に
住
民
投
奥
の
行
わ
れ
た
京
都

号
館
援
を
生
ん
だ
の
は、

た
め
、
貨
に
よ
ろ
こ
ば
し
、

こ
と

で
あ
っ
た
@

aTm六
時
也
氏
原
修
了
後
、
直

%

に
そ
の
夜
開
銀
計

算
治
行
わ

れ
、
役
師
快儲
然
は
。
投
娯
健
鮫
-一-

o
o-三九
男
、

有
効
役
照

二

九

八

二
四
顔
、
無
効
投
am
--
-

玄
喫

e、
初
動
捜
舗
の
内
駅
は
、

質
成

二
=
、
口
八
九
回
械

ハ七
円
%》

七
、
七
三
玄
甥
2
一六

%
ν

反
対

で
あ
っ
た
。

こ
ζ

に
「
務
自
民
同
際
文
化
観
光

鶴
市
建
霞
法
」
は
、
正
式
に
市
民

の
僧
質
成
を
得
て
、
後
は
会

つ
ば
か
り
と
な
っ
た
わ
け

一

食

企

劃

級

一

市
政
に

つ
い
て
の
質
問
、
御

一
-a
見
修
脅
さ
ん
の
声
L
g
お
待
ち

し
て
い
ま
す
・

ど
し
と
し
市
広
報
文
書
標

へ

。

-・・・~" 川尻刻一
印刷所濃度共闘印刷

市
民
の
協
力
に
戚
謝

揖
良
市
長

¥ 

片

岡

安

太

郎川十一一一一一一一-

占
一九

* 
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* 

M
R
m
文
化
叡
光
都
市
建
設
法
市
民
投
票
終
る

園

古
忽
葱
n
民
か
・
聞
か
し
い
新
生
め

R
aに
つ
〈
「
am鳥
網
際
文
化
観
光
都
市
a
m
E法
」
が
、
こ
こ
に

市
陀
の
符
憾
の
然
意
あ
る
御
支
援
に
よ
っ
て
、
住
民
俊
勝
そ
完
了
し
そ
の
成
立
を
見
る
に
Z
R
り
ま
し

た
こ
と
は
、
銀
に
欣
快
に
唱
え
な
、
と
こ
ろ

eあ
り
ま
寸
と
共
に
、
心
か
ら
稲
民
の
併
隊
に
線
鶴
巾

し
上
げ
る
次
第

eあ
り
ま
す
。

今
定
改
め
て
仰
し
の
べ
る
ま

eも
な
〈
、
奈
良
市
は
千
二
百
有
余
年
の
菅
つ
と
に
大
階
文
化
と

交
憐
し
、
け
ん
ら
ん
た
る
え
平
文

‘

1
1

化
を
脅
威
し
、
倒
限
文
化
虚
構
鐙
の
地

eあ
っ
た
の
む
あ
り
ま
し
て
、
今

‘
.

.

 

‘R
F
-
な
お
後
る
庁
文
化
財
は
、
よ
〈
当
"

の
余
濁
を
と
ど
め
て
、
る
の
で
あ

・
田

3

4
切

り
ま

t
こ
の
貸
重
な
る
婦
統
&
関

械
な
嵐
山
党
を
も
っ
聾
策
時
白
川
、
総

a'九唱
五
副
司
光
、
よ
、
よ
そ
の
控
押
安
厳
健
却
し
、

更
に
畠
罰
金
の
息
吹
き

を
遜
わ
せ

崎
国

aF

・rし、て
、
世
界
的
な
女
化
穂
市
え
の
窃
識

を
隠
都
診
に
よ
っ
て
予
見
し
得
る

da
，a圃
司
こ
と
は
、
奈
良
市
の
繁
栄
之
穆
酬
の

た
め
、
ま
こ
と
に
葛
ζ

ぱ
し
、
移
之
存
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
は
ま
寸
ま
す
市
民
の
崎
町
線
の

御
協
力
に
よ
っ
て
、
野
々
そ
の
具
体
的
な
施
策
の
建
符
に
万
全
を
期
し
闘
か
る
〈
、
棄
し
い
奈
良

市
の
禽
霞
と
市
民
の
率
制
酬
と
安
寧
に
徹
命
の
努
力
を
脅
し
た
い
之
希
令
す
る
も
の
で
あ
の
ま
す
。

「
闘
続
務
」
の
住
民
投
秦
の
成
立
に
当
り
、
つ
つ
し
ん
で
市
民
の
智
穫
の
側
支
後
に
感
期
の
餓
止

さ
さ
げ
、
更
に
今
後
の
御
協
力
を
お
願
、
申
し
上
げ
御
銭
拶
と
、
た
し
ま
す
・

3l 30 29 

'--
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一
市
民
の
皆
さ
ん
に
最
も
関
係
の
潔
い
改
E

地
方
段
訟
は
、
去
る
八
月
-
目
よ
り
興
施
さ

れ
る
と
と
に
な
り
也
志
し
た
よ

。
ど
う
し
て
改
亙
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
か
?

今
度
の
地
方
枕
の
改
正
は
、
抽
百
き
ん
が
寸

で
に
御
存
じ
の
よ
う
に
、
シ
ヤ
?
7
博
士
の

む
色
を
も
之
と
し
て
改
定
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
円
的
は
、
民
主
政
治
の
諦
盤
と
な
る
地

方
自
治
を
硝
立
す
る
た
め
自
治
体
の
自
主
性

に
よ
る
積
極
的
な
活
動
に
伴
号
財
滋
を
裏
付

け
る
た
め
の
続
制
の
合
理
化
と
負
担
の
均
衡

化
を
目
標
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
わ

が
閣
現
制
史
上
劃
期
的
な
改
革
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
先
づ
第
一
に
、
今
ま
で
m
R
や

市
町
村
山
か
、
闘
の
財
政
に
た
よ
の
溢
ぎ
て
い

た
の
を
改
め
て
幡
、
町
町
村
が
そ
の
白
か
ら

の
腕
枚
入
で
財
政
を
ま
か
な
っ
て
い
〈
こ
主

に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ぞ
れ
は
、
と
の

も
な
お
さ
ず
地
方
自
治
を
級
化
す
る
こ
と
で

あ
り
、
と
れ
に
よ
っ
て
究
か
聞
の
民
主
化
ど

民
主
政
治
の
益
礎
を
培
う
こ
之
に
な
る
の
を

ら
り
ま
す
。

第
二
に
、
今
ま
で
の
地
方
紙
は
、
非
常
に

捜
篠
だ
っ
た
の
守
あ
り
ま
す
@
例
え
ば
事
実

校

・
入
場
動

・
地
租
・
家
um
動
等
は
際
観

ーと

し
て
徴
吹
す
る
ほ
か
に
、
附
加
続
と
L
て
市

町
村
で
も
徴
取
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
附
加
易
制
度
を
廃
止
し
関
税

・
際

動
・
市
町
村
総
の
関
係
を
創
刊
然
と
区
別

し

て

今

ま

C
の
よ
a
Aな
不
合
mm
な
続
を
盤
湿

し
て
校
側
を
合
盟
化
し
際
、
市
、
町
、
村

の
際
疏
に
対
す
る
貨
任
を
広
〈
し
住
民
が

服
、
市
町
村
の
政
治
に
対
し
て
関
心
を
も
つ

よ
ろ
に
す
る
こ
と
が
、
立
荻
な
民
主
岡
京
を

繁
ky
上
げ
て
行
〈
L
L
伝
ぜ
ひ
必
嬰
で
あ
る
か

ら

eあ
り
ま
す
@

。
て
は
地
方
稔
は
ど
'
M
な
視
に
改

め
ら
れ
た
か

v

mm
震
は
、
附
加
慣
値
段
(
昭
和
=
十
七
年

度
ま

eは
今
ま
で
ど
お
h
事
実
島
町
及
び
特
別

所

ω竪
入
場
艶
及
び
遊
興
飲
食
品
仇
等
が
主

な
も
の
で
、
市
町
村

aah一
奈
良
市
の
市
後

段

市

税

早

わ

カふ

目

納

税

務

務

者

ぴ

際

続

割贋

準

及

耽

削

千
八
百
聞

@ 
均.. 
柄

百

六

鋼

富

術

い分前
ての匁
十十の
八八所
阿rJt
V 育鶴
岡管t
kの

ヲ百

得a修

制

首

民

'均a'務
所
又
は
痕
難
所
ど
巴
と
に

市

会勾

毎

桂

一
、
土
地
、
家
厳
及

び
償
却
也
実
蕨
〈
軍

機
用
。
機
械

・
農

具
・
筏

震

・
陵

備

・
備
品
)
等
@

所
有
者

由

良

地

農
地
網
整
法
に
よ
る
公
定
側
絡
の
ご
ニ

・

五
倍
の
育
分
の
十
六

@
畿
地
以
外
の
土
地
及
び
家
鱗

台
帳
所
恨
の
貧
貸
倒
絡

台
帳
所
砲
の
賃
貸
伺
絡
の
九
百
僚
の
官
自
分

の
-
・
六

産

りを匙
開

事

費

}
月

一
日
に
お
げ
る
時
慣

『

-

a
p
 

定

、
所
有
者
が
頃
俸

の
非
際
股
間
体
で

あ
る
と
を
ほ
使
用

宥

国

一
瞬
六

昭
拘
三
十
五
年
院
の
納
期
及
び
納
付
額

期

日

九
月
十
主
回
か
ら
同
月
三
十
日

総
額
の
十
分
の

十
月
↓
五
自
治
る
問
月
情
一
日
ま

総
額
の
十
分
の

十
一
月
十
五
臼
か
ら
同
月
三
十
回

続
恨
の
十
分
の

十
二
月
十
五
日
か
ら
岡
月
一
一
十
八

給
品
側
恨
の
十
分
の

玄
期
翌
年
の

一
月
十
五
日
か
ら
同
月
三

一

日

ま

で

綾

阪
の
十
分
の

一
一
月
十
玄
関
b
b
同
月
二
十
八
日

aM似
の
十
分
の

一
一
一
月
十
五

a
b
ら
関
月
総
額

期

1 月8 日1 月4 臼

ら
阿
月
三
十
八
日
家
で

統
制
の
十
分
の

1 月1 
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.rL
t
し
て
は
､
ホ
尺
度
及
ひ
悶
正
東
京
晩
の
.
lつ
な
中
心
と
L
T
そ

の外
笥

卜罰

則
q

W諾

･
揮
小
軍

T

潮
境
･.
現
客
金

｢
対
材

引収
B
r

Lilt
t
ガ
r(
虎
､
t(
芳
挽
8
,｢
な
り
す
べ
て
市
の
幼
廿
扱
LI

改
わ

tr八i
lの
で
あ
り
ま
｢
｡

で

はそ
の
Ei
乾
の
主
任

であ
り
沖
辞
が
兼
も

甜心
む
も
つ
り
お
･r
l

ろ
郁
代
虎
と
内
定
久
井
攻
に

つい
て
の
鞍
が
女
御
政
明
叫
｣
げ
巾
li7の

舘
さ
ん
方
の
今
鎌
の
圭
清
正
計
の

肋
と
も

な

lL
tf
串
と
存
じ
ま
す
の

で
先
づ
皆
さ
ん
方
の
大

欝
分
に
か
か
り
ま
す
市
拙
攻
に
つ
い
て
榊

此肌

叩
上
げ
ろ
こ
と
に
致
し
ま
す
O

｢
市

民

枚
｣

市
妃
攻
は
.･Jん
な
人
た
ち
に
か
か
っ
て
く
る
か
と
い
い
ま
す
と
､
脱

朋
と
し
て
市
内
に
任
所
を
持
っ
て
P.
る
成
年
者
全
部
と
市
i=
に
本

務

節
.
景
'
穐
書
書
を
持
っ
て
/
る
人
及
び
扶
人
に
か
か
り
ま
す
｡
又
々

ま
で
の
上
･L･
に
*
1e
圭
だ
け
t
Jな
く
､
新
村
の
あ
る
蚊
年
額
は
全
部
市

民

虎
の
S
虎
_
帯
者
と
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
｡

･)
の
巾
托
取
ほ
'
均
す
t

と析
柑
t
の
〓
つ
に
よ
っ
て
そ
の
俊
樹
な

さ
わ
も
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
｡
M
L
扶

人

は均
等
網
.i
Jけ
t
'所
仙
刺

は
廿
か
り
ま
せ
ん
の
で
､
事
冷
所
の
大
小
や
穴
水
の
大
小
と
は
純
情
な

く
千
<
市
叶
の
F
守
V
た
け
と
な
り
t
す
｡

又
tq
人
の
巾
民
政
は
均
等
伯
の
六
百
此
の
外
に
所
村
側
.J
し
て
､
帆

年
の
所
持
挽
廿
の
百
分
の
十
八
を
加
え
た
も
の
と
あ
り
ま
す
｡
例

え

は
.
昨
年

7
万
g
を
所
粗
攻
と
し
て
軌
わ
た
人
の
市
民
税
は
､

所柑
刑

と
し
て
千
<
盲
Fg
と
な
り
.
均
専
点
六
百
唖
を
加
え
た
二
千
四
百
皿
か

本
年
度
の
市
民
虎
と
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
｡

爪
し
夫
に
妬
け
る
妹
件
に
該
当
す
ろ
<
は
､
iT
専
制
を
推
せ
Lr
九
な

い
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
｡

㌔

詣

…
棚
附

絹
絹
貼

附
帥
詣

新

駅

締

り
川
附
帥

ケ
除
く
)

8

暮
t

(
十
八
才
以
上
の
子
女
を
卸
す
も
'
倉
又
は
肌
年
に
お
い
て

卜
万
■
女

こ
丸
る
節
付
を
和
し
た
F
合
を
除
-
)

o

H
Eiの
書

(犬
が
市
虎
魚
の
6
枚
典
雅
を
負
わ

な
い
S
合

を
除

･～
ヽ
文
そ
の
外
､
所
持
改
fi
を
t
溌
E
W

と
す
る
研
村
村
に
つ
い
て
も
式

に
鵜

げ
ろ
♯
件
に
欝
当
す
る
人
に
は
拝
さ
な
し

)
と
に
な
っ
て
い
ま

J-
t

a
j

l<
凡
才
及
び
未
成
年
者

へ
前
年
に
お
い
て
鼓
索
新
村
又
は
都
薬
秋

和
か
和
し
た
J
L合
を
B
Lく
)

O

在
村

(
十
<
年
以
上
の
壬

か
希

す
る
S
(
又

は
約
年
に
わ
い
て

L
,～.
脂

,～
,)
4
ろ
節
付
を
和
し
た
?
合
を
除
く

)

S
Jt
の
外
に
寮
良
心
e
祁
鹿
折
井
牡
牧
礁
例
に

上

っ
て
和
良
が
必
必

.･点
れ
iJ
q
合
に
一q
J
て
ほ

小
児
幾
の
取
坤
の
僻
破
約
世
が
脱
T.i

セL.･
九
て
し

ます
の
で
こ
の
点
に
つ
b
Jま
し
て
は
朋
切
に
恭
凡
郎
魚

群
t
it
敬
体
H
わ
は
亥
し
て
榊
*
考
｢
供
し
た
い
と

皿
いま
す
｡
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よ
し
ま
し
て
は
、
市
民
続
及
び
闘
史
資
震
設
の
一
つ
を
中
心
と
し

、
そ

の
外
柏
剖
町
制
引
剖
咽
叫
段

i
骨
宮
崎

d
卸
鋭
、
銭
臨
ん
紙
」
刑
材

引
取
段
、
電
気
、
ガ
ス
枇
、
鉱
煎
am等
に
な
り
す
べ
て
市
の
組
立
枇
に

改
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま

ro

む
は
そ
の
市
鶴
の
主
肢
で
あ
り
官
級
治
綬
も
関
心
を
も
っ
て
お
ら
れ

る
市
民
統
と
問
。
k
a
賢
官
験
設
仁
つ
i

、
て
の
概
袋
を
御
俊
明
巾
上
け
市
民
の

併
さ
ん
方
の
今
後
の
生
活
段
併
の
助
主
も
な
れ
ば
等
と
存
じ
ま
す
の

C
先
づ
併
さ
ん
方
の
大
都
分
に
か
か
り
ま
す
市
民
続
に
つ
、
て
御
般
開

中
上
町
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。

「市

民
混
」

市
民
腕
は
ど
ん
な
人
た
ち
に
か
か
っ
て
〈
る
か
と
、
い
ま
す
之
、
原

則
と
し
て
市
内
に
住
所
を
持
っ
て
L
る
成
卒
者
全
部
と
市
内
に
事
務

所
、
家
、
尿
臨
思
統
守
を
持
っ
て
L
る
人
及
び
法
人
に
か
か
の
ま
す
@
叉
今

ま
で
の
よ
ろ
に
佼
帯
主
だ
け
四
な
〈
、
所
得
の
あ
る
成
年
者
は
笠
郡
市

民
総
の
納
税
義
務
者
之
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
市
民
訟
は
均
等
闘
と
所
得
闘
の
こ
つ
い
ト
よ
っ
て
そ
の
観
樹
を

さ
め
る
こ
主
に
な
っ
て
い
ま
す
。
但
し
法
人
は
均
等
割
だ
け
で
所
得
劉

は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
宙
船
勝
阪
の
大
小
や
資
本
の
大
小
、
乙
は
関
屈
な

〈
千
人
育
刷
酬
の
均
等
師
Fd
ふ
た
け
と
な
り
一
変
す
。

又
個
人
の
市
民
訟
は
均
等
胤
の
六
百
聞
の
外
に
所
得
耐
と
し
て
附

年
の
所
得
続
顧
の
百
分
の
十
人
そ
加
え
た
も
の
h
k
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
昨
年
一
万
園
を
所
'尚
昆
仇
と
し
て
納
め
た
人
の
市
民
統
は
、

mmmw
側

と
し
て
千
八
百
固
と
な
り
、
均
等
嗣
六
百
置
を
加
え
た
二
千
四
百
阻
が

本
年
度
の
市
民
続
之
な
る
ー
わ
け
で
あ
ち
宮
す
。

川
刊
し
突
に
絡
げ
る
憐
件
に
該
当
す
る
人
は
、
均
等
制
聞
を
一
際
せ
ら
れ
な

い
こ
ー
と
に
な
っ
て
い
ま
す
a

白

木
自
持
者
及
び
未
成
年
者

(
触
立
の
生
計
を
い
ー
と
な
み
且
つ
前
年
に

お
一
、
て
十
万
闘
を
こ
え
る
責
措
mmm
御
又
は
事
業
所
得
を
有
し
た
州
場
合

を
除
〈
〉

。

募

筋

h

・1λ
守
イ
以
上
の
子
女
そ
宥
す
る
場
合
父
は
前
年
に
お
、
て

主
力
闘
を
こ
え
る
所
得
を
有
L
A
7
4
A
n歩
除
〈
)

色
間
際
の
褒
〈
夫
が
市
民
統
の
納
続
袋
務
を
負
わ
な
、
湯
合
を
除

〈
)
叉
そ
の
外
、
所
得
段
級
を
繰
成
標
準
と
す
る
腕
加
抑
制
問
に
つ
、
て
も
実

に
鋤
げ
る
保
件
に
骸
当
す
る
人
に
は
銅
怖
さ
な
L
こ
と
に
な
っ
て
、
ま

ro 

臼

ド小
M
片
品
特
及
び
朱
成
年
表
〈
前
年
に
お
、
て
受
罪
所
得
叉
は
事
業
所

制
川
を
有
し
た
幼
舎
を
除
〈
〉

。
議
婦
中
八
年
以
上
の
主
女
を
有
寸
る
場
合
又
は
前
年
に
お
L
て

十
刀
闘
を
こ
え
る
所
訓
"
を
有
し
た
品
場
合
を
除
〈
)

以
上
の
外
に
奈
込
町
の
市
続
M
m
線
徴
軟
僚
怖
に
よ
っ
て
市
長
カ
必
裂

と
極
め
た
場
合
に
お
、
て
は
、
市
民
伎
の
続
格
の
位
軒
以
繍
憤
カ
鋭
沼

せ
ら
れ
て
レ
京
す
の
で
こ
の
点
円
い
つ
巴
身
じ
き
し
て
は
別
損
に
奈
良
市
民

以
降
徹
攻
低
限
例
を
抜
羽
め
し
て
御
怠
考
に
供
し
た
L
L乙
思
い
き
す
。

川

則

自

吋

羽

酬

札

引

川

融

一
三
崎
駅

一
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引

き

1
V
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一百

聞

+

岡

崎
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4
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凶
器
産
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つi
l
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1
i
J
J品
削
刷
明
司
副
例
判
酬
叫
百
伺
十
例
」
!
聞

は
日
い
也
市
町
付
制
陥
没
山
町
一
目
的
一
山

沼

H
R
一
電
M
m
u
入
信
ガ
ス
の
使
電
紙
斜
金
又
は
ず
ス
劇
料
金
の
百
分
の
十
(
宵

一

紛

が
Z

枕

一
用
者

↑
闘
に
什
十
嗣

-
M

I
l
l
i
-
-
-EEKVミ
t
b
Z
E
一
E
E
C
E
R
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R
'
:
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O
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Z
l
L
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一

時

拡

産

耽

一
同
刻
字
ヌ
阿

g
e場
一
時
4
」
刊
朝
叫
れ
4
叫
哨
ヌ
同

6
・
自
分
一

一4

-
6
一
，

E
B
p
f
一u
，

、

一

昭

木
材
明
説
明
治
一
苦
の

E
の
E
2

一
時

引

取

税

叶

相

川

H
U
1
凶
担
制

↑

f

育
刷
に
付
五
伺
v

一
白

の
所
什
何
者
と
す
る
〉

一

一
関

一

一

川

女
遜
建
殿
"
関
又
は
交
温
翠
必
聴
衆
の
殿

一

一

一

側

K
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広
告

一
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1
1
一一

一

一

広
俳
料
金
の
育
分
の
J
1

餅

一

一

p
h滑
師
、
盟
主
、
の
ぼ
p
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主

開

広
俊
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例
の
両
側
一
坪
又
俗
そ
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鋤
徴
併

に
つ
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玄
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広

州
ポ
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タ
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上
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広
告
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規
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こ
の
誓

い
投
芸

,
告

の
上
真

鷲

の
外
に
-
薫

の
Tの
川
緑

関

川
諸

締

;
鮎

純
絹
駅

謂

雛

鮎

｢
国
定
資
重
視
｣

第 2 号

川
に
供
す
る
政
和
発
意
に
つ
い
て
､
そ
の
偲
柿
を
も
と
と
L
U
祈
れ
者

に
か
け
る
税
で
あ
り
ま
す
｡

こ
の
新
し
い
同
党
賛
燕
祝
は
､
今
ま
で
の
地
租
政
を
一
輔
に
し
た
上

に
'
珊
瑚
発
売
hTLも
加
え
て
い
る
の
か

大き
な
特
色
で
あ
り
ま
す
｡

又
今
t
tLFの
柚
租
や
ま
良
枚
の
上
-
に
銘
文
触
轍
を
0
と
と
し
て
牒

免
す
る
の
で
は
な
く
実
際
の
他
称
に
上
っ
て
放
反
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
｡
そ
し
て
こ
の
班
終
止
､
同
発
光
真
狩
例
月
と
､
っ
人
た
ち
が
毎
年

一
月

]
日
正
し
.,
時
娘
に
よ
っ
て
評
耶
し
た
恨
柿
か
も
と
と
し
て
､
市

長
が
決
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

し
か
し
今
年
産
に
限
=
(

土
地
及
び
家
帖
に
つ
い
て
は
坪
芹
仇
桁
の

合
計
の
九
百
倍
の
塀
に
百
分
の
p
･
六
を
礁
じ
た
初
で
あ
り
ま
す
.

又
畑
に
あ
つ
て
は
､
8
(実
他
称
を
千
八
十
倍
し
た
も
の
に
百
分
の
]

二
ハ
を
恥
じ
た
転
が
そ
の
税
柳
に
な
る
肌
モ
あ
り
ま
す
｡
こ
れ
を
世
に

､
い
換
え
ま
す
と
､
i1他
､
家
蛙
に
つ
､
で
は
.
et
貨
悦
柵
の
一
四
･

g
I倍
が
そ
の
凍
堺
R)あ
り
ー
又
畑
に
あ
っ
て
ほ
焚
貸
限
柿
の
一
七
二
l

八
倍
し
た
も
の
が
そ
の
晩
柳
と
な
る
の
P
あ
り
ま
す
.
又
畑
に
あ
つ
て

は
5(井
領
轍
の
f
七
二
一<
倍
し
た
も
の
が
そ
の
現
駅
と
な
る
の
で
礼

り
+
fす
｡

例
え

棋

…
…
;
…
…
…
紺

BH

+
誓

し
辛

とその
合
計印
が

f
二
〇
胤
と
ip4勺
.
そ
れ
に
T
四
･

四倍すかは

l
t
七
二
八
皿
が
同
定
東
屋
税
の
税
印
と
な
り
ま
す
｡

良
薬
者
は
持
っ
て
,,
る
燕
地
に
つ
い
て
'
こ
の
税
金
が

か
か
り
ま

ナ
｡例

黄

銅

儲

撃

撃

し

-

好
焚
規
格
に
対
し
て
田
は
一
f5
･四倍
の
一
､
七
二
八
喝

加
は
]
七

･
l六

倍
の
四
八
t二
皿
八
四
蚊
で
合
計
二
､
二
二

肺
八
円
蝶
が
牧
村

と
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
｡

同
僅
#
弄
故
は
､
こ
の
外
に
市
燕
の
川
に
供
す
る
機
械
､
評
凡
1
㌢

幣
等
.
例
史
は
限
蔽
振
t
印
刷
横
紙
'
感
材
推
搬

冷
凍
摂
､
舟
等
数

え
る
と
き
り
か
あ
り
ま
せ
ん
が
､
と
に
か
く
車
薬
に
呼
･r
発
蔭
に
つ
い

て
も
時
旧

一
刀
凧
に
つ
,,
て
二
ハ0
脚
の
割
で
吸
塵
が
か
か
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
｡

衣
に
そ
の
他
新
し
J
醗
制
t
I市
虎
と
し
て
緋
す
る
も
の
と
し
て
日
付

碑
虎
､
荷
州
税
-
花
泉
ガ
ス
軍

拡
乳
酸
'
木
材
引
解
放
､
広
q品

.

漬
客
人
穀
の
七
挿
期
が
あ
り
ま
す
｡

振
田
の
EE
錦
上
こ
れ
等
の
鹿
に
つ
き
ま
し
て
は
ー
別
水
の
和
紀

丁
闇

米
を
御
e
qF
さ
い
｡

市
民
の
皆
さ
ん
え
ie
感
い

の
LLIあ
り
ま
す
が
､
仰
今
回
の
挽
刑
改
む
e
幌
成
で
は
約
九
汚
位
胤
の

瀕
碗
と
な
り
ー
他
方
政
亡
は
杓
凶
日
位
凪
の
村
税
と
な
っ
て
'
粒
全
休

を
血
じ
て
は
的
五
百
位
皿
の
減
税

(人
目
<
yT･〃
人
と
し
て
]
人
当
り

約
六
百
〓
十
五
四
の
滅
椀
)
と
な
っ
て
お
り
ま
す
｡
脱
税

と
地
方
潔

は
'
戊
御
上
]
価
と
し
て
改
正
が
計
朗
さ
れ
i
Jの
で
あ
り
ま
す
が
､
前

群
は
本
年

7
月
か
ら
一
部
実
施
せ
h
jL
卯
月
か
b
全
面
的
Li典
施
せ
ら

れ
た
の
に
か
か
わ
ら
う
､
相
方
耽
鼓
は
閉
会
の
通
過
が
巡
れ
て
'
こ
の

八
月
か
ら
穴
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
o

従
っ
て
I
帯
棚
と
な
る
市
税

の納付
は
.
本
年
度
の
捷
中
期
に
棚
や

せ
Lr
Jt
ま
す
の
で
､
今
か
ら
P
も
航
ち
に
6
我
B
金
と
か
或
い
は
そ
の

他
適
当
な
方
技
に
上
っ
て
粥
準
絹
を
姓
に
て
い
た
だ
き
､
乱
た
ち
票
沌

袖
の
繁
栄
の
た
め
に
'
市
民
の
粁
き
ん
が
今
後
の
粒
邦
行
政
に
柵
段
の

御
免
桝
と
縦
支
援
を
お
餅
い
申
し
上
げ
る
夫
坊
で
あ
り
ま
す
｡

◎
奈
亙
市
市
税
醗
株
横
牧
妓
例
接
奉

第
十
二
陳

iE
誼
は
､
沃
斜
EltrE
十
二
僻
の
配
位
に
上
っ
て
市
松
氏
の

納
税
垂
朔
者
が
賓
の
各
号
の
J
に
談
当
す
る
堵
合
に
お
J
て
ほ
､
沃

第
三
百
十
]
陳
の
説
.T
lに
か
か
わ
ら
ず

､
均
等
劇
に
上
っ
て
鮮
す
る

市
民
魂
の
税
畔
を
柿
淑
す
る
こ
と
が
CJき
ろ
.

｢

所
相

成

扶
那
〓
T
六
燦
茄

一
項
叉
は相鉄
窮
二
T
六
価
の
二
弟

一
頭
の
規
淀
に
よ
る
巾
儀
の
鯨
岡

法難十一僻
の
Tf]父
t
T,i
法
約

十

一
僻
の
lハ
の
鮎
淀
に
上
る
挫
陳
を
L
tJ
咋
eC抄
を
姓
即
す
へ
き

者

四
百
圃

二
､
桝
相
原
浅
野

-十
六
肺
功

一
珊
文
は
何
沃
野

一十
六
俳
聖

1荊

]
印
の
溌
億
に
上
る
臨
朋
柑
金
餅
の
計
井
上
閃
洪
約
十

i
健
の
五

又
は
日
放
窮
十
一
版
の
大
の
温
覚
に
よ
る
較
除
が
u=わ
れ
る
場
合

に
お
け
る
均
等
剰
癖
に
上
っ
て
辞
す
る
市
総
統
を
私
付
す
.へ
さ
妖

馨
耕
族
又
は
不
具
者

二
百
凧

三
'
市
境
投
の
S
溌
鼓
清
孝
で
-

その者の配供者
そ
の
他
の
耕
族

が
#
琶
す
る
本
葉
か
ら
生
で
る
朗
鞘
以
外
の
灰
相
を
有
し
な
)
こ

と
に
上
り
､
所
aE事虎
鉄
鍋
十

一
嫌
の
)苗

説
淀
に
上
っ
て
所
得
が

な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
老

四
F=
胤

凹
､
沃
怖
二
百
九
十
四
傭
弟

7
研
窮
三
号
の
者
亡
､
市
内
に
二
以
上

の
不
満
所
父
は
事
業
所
を
有
す
る
切
合
に
わ
い
で
は
ー
そ
の
主
た

る
耳
漏
所
又
は
事
業
所
以
外
の
も
の
に
対
し
亡

tr
五
百
Ⅷ

(
桝
鞘
糊
朝
に
よ
っ
て
成
す
る
i=j
民
殊
の
廃
滅
)

都
十
四
傑

前
総
統
は
､
そ
の
妖
顔
期
日
に
お
.,
て
.
衣
の
各
号
の
一

に
防
当
す
る
兼
で
あ
っ
て
､
捕
り火
が
必
典
と
秘
め
た
者
に
つ
.,
で

は
.
こ
か
を
解
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

T
､
約
年
度
の
状
況
期
nI
の
亜
日
か
ら
当
払
年
度
の
海
外
引
払
老
及

ひ
硯
瓜
者

(以
下

｢引
抜
者
｣
と
い
･(･｡
)

∴
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.
i
.
.

∵

r･

.
･･.
.

r
.:
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1
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･

∵

㌦

ひ
硯
瓜
者

(以
下

｢引
抜
者
｣
と
い
･(･｡
)

う
ち
]
人

へ以
卜

｢泊
ま
巌
｣
と
し
う
｡)

･
:.
;
･
'
.

･
･･

j
L

;

;

言

.

習
熟
献
金
教
甘
辞
tJは
､
本
年
花

油
を
愉
L
-
丑
か
に
す
る

め
(登

窮
〓
回
目
の
成
人
沸
産
を
'
九
月

吋
瑛
介
)
.
広
報
は
何
故

必顔か

∵

∴

∵

t二
､
5
任
期
E
Z現
在
の
海
外
乗
引
格
溝
及
び
夫
役
且
者
の
E=守
洗
顔

の
-
ち
]
人

(以
卜

｢S=守
家
族
｣
と
い
う
.)

四
､
約
年
の
粗
折
弔ー
金
揃
が
二
万
五
千
m
以
1
の
者
.
m
L
不
具
者

の
朝
食
は
捻
所
は
金
脚
が
三
方
七
千
Ⅶ

以
下
の
者
と
す
る
｡

Ⅱ
､
群
災
､
風
水
S
:､
火
災
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
前
文
は
盗

爪
に
pL･(り
繁
盛
に
つ
い
て
胡
矢
を
受
け
た
切
合
｡

六
'
淀
川
に
上
り
生
活
の
た
わ
公
私
の
扶
助
を
受
け
る
者

七

､当
談
年
分
の
捨
所
紬
金
柳
の
丸
損
頑
が
前
年
分
の
捨
所
賀ー
金
桝

の
二
分
の
]
に
満
た
な
い
こ
と
を
故
旧
が
褒
め
た
孝
.
化
し
､
当

防
年
末
に
至
り
二
分
の
]
以
上
と
な
っ
た
掛
合
に
は
ー
こ
の
侭
淑

分
.か.拡
ち
に
駅
顔
故
攻
す
る
｡

前
功
の
規
態
に
よ
り
､
市
児
税
の
横
波
の
爪
敬
を
受
け
上
-
と
す

る
者
は
､
納
期
限
刷
七
日
ま
と
に
次
に
描
け
る
耶
環
を
配
載
し
た
申

評
S
lに
､
そ
の
本
絹
を
祉
明
す
る
野
郎
を
椎
付
し
て
t
即
tK
に
il
幣

し
な
け
れ
ば
払
b
な
い
｡

1
.
年
度
､
期
別
及
び
虎
醐

二
､
V
波
の
播
世
を
受
け
上
う
と
す
る
本
刑

、

(4 ) 1950ネ10月1日勢行

「
固
定
安

産

税

」

一

以

上

e改
正
地
方
税
法
に
よ
る
市
肢
の
慌
時
を
御
成
明
申
し
上
げ
た
三
、
収
限
期
目
規
律
の
潟
外
来
引
例
加
者
及
び
来
復
員
者
の
例
守
家
皆
既

こ
の
新
し
い
訟
は
土
地
、
家
悼
の
よ
う
な
不
動
麓
の
外
に
、
事
業
の
↑
の

C
あ

oeず
泊
、
仰
今
回
の
縁
側
改
B
C国
閣
総
で
は
約
九
百
倍
凶
の

一

の
う
ち
-
人
(
以
ド
「
関
守
家
族
」
左
、
号
。
〉

別
に
供
す
る
償
却
貴
志
に
つ
い
て
、
そ
の
債
絡
を
も
之
と
し
て
所
引
者
一
減
成
と
な
り
、
地
方
獄
。
は
約
四
首
位
闘
の
精
総
主
な
っ
て
、
娩
全
体
周
、
前
年
の
総
所
得
金
額
が
二
万
五
千
闘
以
下
の
者
何
し
不
自
持
者

に

か

け

る

磁

で

あ

り

ま

す

@

一

を

必

じ

て

は

間

五

首

位

阻

の

械

設

〈

人
口
入
イ
万
人
と
し

τ-
人
当
ふ
り
の
場
合
は
健
所
硲
金
額
が
一
二
万
七
千
画
以
下
の
者
と
す
る
。

こ
の
新

LL閑
定
資
謀
総
は
、
今
ま

eの
地
租
震
を
一
緒
に
し
た
上
一
前
六
百
二
十
五
圃
の
厳
読
匂
と
な
っ
て
お
り
安
す
。
問
視
と
地
方
税
豆
町
民
災
、
風
水
将
、
火
災
そ
の
他
こ
れ
ら
に
鎖
ず
る
災
都
父
は
盗

に
、
償
却
資
産
そ
も
加
え
て
L
る
の
が
主
d

な
特
色
で
あ
り
ま
す
。
一
は
、
盟
問
上
-
休
と
し
て
改
正
治
昨
日
幽
さ
れ
た
の
で
あ
め
ま
す
カ
随
一
路
に
よ
旬
賓
室
に
つ
い
て
智
子
長

け
た
犠
合
。

叉
今
ま

eの
地
獄
や
家
屋
院
の
よ
'q
に
貨
資
償
絡
を
も
と
と
し
て
際
一
訟
は
本
年

一
月
か
ら
一
都
笑
施
也
九
れ
四
月
か
ら
全
面
的
円
排
出
穴
施
位
ら
一
六
賓
附
に
よ
り
生
活
の
た
め
公
私
の
扶
助
を
受
け
る
者

総
守
る
の
で
は
な
〈
実
際
の
償
絡
に
よ
っ
て
銀
投
ず
る
こ
と
に
な
り
ま

↑れ
た
の
に
か
か
わ
ら
す
、
地
方
民
族
は
開
会
の
通
脅
か
溢
れ
て
、
こ
の
一
七
、
当
該
年
分
の
総
所
得
金
似
の
見
積
額
が
前
年
分
の
総
所
得
金
額

す
。
そ
し
て
こ
の
侭
絡
は
、
固
定
資
産
僻
倒
員
之
、
一万
人
た
ち
が
毎
年
八
月
か
ら
焚
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ぎ
す
@

一

の

二
分
の
-
に
糠
た
な
、
こ
と
を
政
府
が
認
め
た
者
、
何
じ
、
当

一
月
-
悶
韮
し
L
時
舗
に
よ
っ
て
静
慣
し
た
慣
絡
や
も
と
と
し
て
、
市
従
っ
て
、
増
額
と
な
る
市
税
の
納
付
は
、
本
毎
度
の
後
半
期
に
集
中
一
政
年
末
に
筆
の
ニ
分
の
口
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
ζ

の
梓
減

長
治
決
め
る
ζ

之
と
な
っ
て
、
ま
す
。

せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
か
ら
C
も
夜
、
に
納
税
前
金
と
か
誠
一、
は
そ
の
一
分
合
砥
も
に
院
制
限
徹
放
す
る。

、

し
か
し
今
今
度
に
限
り
、

土
地
片
品
つ
ひ
家
総
に
つ
い
て
は
良
質
倒
絡
の
一
他
遁
当
な
方
法
に
よ
っ
て
御
準
備
交
盤
え
て
L
た
だ
き
、
以
た
も
奈
良
一
2

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
市
民
総
の
続
減
の
桃
川
置
を
受
け
よ
号
と
す

合
計
の
九
百
倍
の
頓
に
百
分
の
-
・
六
を
え
じ
た
額
で
あ
り
ま
す
@

-市
の
繁
栄
の
た
め
に
、
あ
民
の
皆
さ
ん
が
今
後
の
段
務
行
政
に
桁
段
の

一

る
者
は
、
納
期
限
山
七
日
吉
C
に
次
に
錫
げ
る
務
情"
を
配
獄
し
た
申

叉
畑
に
あ
っ
て
は
、
賃
貸
倒
絡
を
千
八
十
併
し
た
も
の
に
一
自
分
の
}
御
斑
併
と
御
支
媛
を
お
願
、
市
じ
上
げ
る
実
銘
む
あ
り
ま
す
。

務
告
に
、
そ
の
事
由
を
依
明
す
る
税
制
酬
を
格
付
L
て、

町
長
に
即
時

二
ハ
を
吸
じ
た
願
が
そ
の
脱
獄
に
な
る
釈
を
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
礎
こ

@
奈
亙
布
市
総
賦
線
復
枚
燦
例
扱
惹

一

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
換
え
ま
す
と
、
オ
地
家
岐
に
つ

、
て
は
、
賃
貸
償
怖
の

一
回
パ

〉

一

-

、

年

度

、

期

別

及

び

縁
側側

EMが
そ
の
罫
哲
也
め
旬
、
叉
郷
に
あ
っ
と
は
賃
貸
網
野
刊
の
一
七
二
一
一
第
十
二
保
市
内
在
、
扶
助
帰
一二
百
士
一
保
O
規
定
に
よ
っ
て
市
岳
民
の

↑

=
、
書
官
哲
也
を
受
け
よ
う
之
す
る
事
問

↑
納
税
裂
警
が
君
主
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
土
て
は
紘
一

1st
i
l
l
i
-
-
i〈
i
l
l
i
t--

八
倍
し
た
も
の
が
そ
の
氏
側
側
と
な
る
の
nc
あ
ち
ま
す
a
叉
畑
に
あ
っ
て

一

一

smait--IBI--
F't11

乍
一
第
三
百
十

一
僚
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
喜
銅
に
よ
っ
て
録
す
る
一

向
圃
圃
圃

--a圃・R
院
U
N

白
調

は
長
慣
絡
の
一
七

・
二
八
倍
し

E
Zそ
の

霊

と

な

る

の

で

き

↑

市

民

雪

量

車

手

る
こ
を

2
0

↑

踊

司

闘

緬

障

害

弱

お

り

ま

十

り
ま
す
。
、

一

一
、
所
得
票
型
干
六
量
一
明
文
民
法
型
干
六
僚
の
二
第

‘
決

闘

掴

摂

遁

，

む

闘

淘

・

司

叉

号

、

生

例

え

ば

事

十

霊

長

受

理

2
1岡了
し

手

一

一
雪

量

に

よ

る

申

告

の

際

阿

波

郷

土

僚

の

主

出

産
一

、諸

国

関

須
組

園

田

暢
ト

九

雪

記

{土
叫
か
玄
十
停
で
賃
貸
倒
絡
が
五
十
回
」

一

十
一
昨
の
大
の
斜
定
に
よ
る
罪
怖
を
し
〈
山
申
告
硲
を
鑑
別
す
べ
き
一

自
国
国
際
ト
民
溜
圃
園
駅
鴻
目
玉
駅
日
常
を
源
開

左
そ
の
合
計
瓢
が
一
-
一
面
と
な
り
1

そ
れ
に
一
四

・
四
倍
す

れ
ば
一

者

四

百

圏

一

喝

幽

明

通

院

跡

駁

践

し

〈

、

文

一
、
七
二
八
里
阿
史
書
税
の
詰
と
な
り
ま
す
。

一

一一、

自

霊

第

二

十
六

号

空

白

E

E僚
の

二

第

一

三

華

麗

呂

田

躍

臆

化

的

に

溢

r没
者

は
持

っ

て

、

主

池

に

つ

い

て

、

こ

の

税

金

が

か

か

り

ま

一

ト

問

問

腕

巧

紘

一

品

持

四

日

同

時

日

同

位

一

崎

臨

画

園

田

幅

鋼

蹴

闘

い

れ

れ

ド

サ

一

郎

カ

ム

パ

反

詩

書

記

配

置

一

一

義

請

に

よ

っ

て

際

す
る
市
民

訟

を

納

付

詰

一

個

闘

園

署

轡

誌

t
一
期
治
問
反
宅
貧
富
絡
が
元
町
一
と
し
ま
す
と

一

一エ
占

星

川

Y章
者
で
、
そ
の
者
の
配
供
者
そ
の
他
の
喜
一

汁

園

田

闇

圏

聞

朝

噂

ぶ

ま

し

ょ

う

F

E

当
り
七
圏
、
、

一

一

正

圃

・

園

面

B
M圃
EE
P
晶

一

が
鋒
包
す
る
事
禁
か
ら
生
ず
る
所
得
以
外
の
所
得
を
有
し
な
、
こ一

J

・
‘
圃
・
・
周
囲
圃
園
開
園
圃
聞
則
自
由
電
網

*

dm貸
揮
柑
に
対
し
て
国
は
一
凶

・
閉
他
国
の

一
、
宝
て
八
回
、
曹
三
七

↑

と
に
よ

R
所
側

mm語
学
「
一
僚
の
二
の
規
定
に
よ
っ
て
盟
主

↑

朝
夕
の
冷
気

h
M刈
叶
1
叫
寸
副
司
叶
削
叫
叶
r
t
u
と
教
育
員

・
二
品
目
主
一
一
圃
八
四
警
合
計
二、

三

一

園

八

最

高

額

一

な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る

者

間

画

一五

に

親
し
む
に

T
A
E
L一
票

E

E戸
霊

E
L

と
な
る
わ
け

e
T手
。

一

凶

器

二

百

九

五

壁

一

富

士

一

言

宅

、
市
内
に
一
一
以
上
一、

絶

好

の

話

通

幸

、
喜

一
て
市
川
俊
一
て
ど
う
し
て

" よだ民市艮奈号。2 第
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ゝ

◇
新
的

週間日

日
十
月
言
=至十
月

七
EE

薪
榊
の
王
B
性
t
R
た
ち
の
8

常
銀
格
の
つ
な
が
り
に

つ

い

て

は
､
吟
F
比
べ
る
ま
で
･4
な
く
~

rt
な
さ
ん
が
や
も
よ
く
知
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
'
十

月

l
zE
か
ら

]
洩
間
､
薪
押
迫
間

と
し
て
全

閉
的
に
色
一
な
u=
事
が

行わ
れ
JP
す
｡

E
:川
な
人
々
の
た
わ
の
自
由
な

新
帥
-
血

た
ち
は
こ
の
疫
､
新
鵬

に
対
す
る
正
し
い
放
れ
の
EZZ
を
向

け
､
新
旭
に
何
十
も
&
J
を
新
た

に
し
上
･r･で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
｡

十

月

t
巳

国

勢

調
査

朋奄もれはあ,ct

ま
せ
ん
か
?

仲

博
す
で
に
t
未
知
の
と
お

り
､
間
8
円
竜
は
十
月

r
ZZ)
か
耕

し
て
行
わ
れ
'

一
zE
か
ら
≡
ZZ)ま

で
の
問
､
K
衣
良
が
鮮
e
]屯
に
皆

伐
の
お
宅
を
訪
伸
し
て
■
壬
取
入

yLlれ
TO
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
○今
別
の
FE
式
は
､
平
和
Et]東
1

匹
の
た
め
の
東
葬
な
V
t
や
と
な
る

大
切
な
eE
充
eJあ
り
ま
す
の
で
､

そ
の
棚
方

こ
E
丘
7
れ
か
も
り
t

し
た
軒

_'
そ
の
B
Jす
揖
当
の
JE

亜
且

､
若し
く
は
出
典
節
､
又
は

市
役
所
捻
兼
帯
金
t
L
萱
汲

(忠

】堅
二
四
七
七
)
へ
河
東
*
下
さ
る

よ
う
お
EZ
い
し
ま
十
〇

共 同 募 金 運 動 始 る
10月 1日 - 10月 31【】

今年も.十月一日から三十-EZまでの一ケ月肝にhたって全国一せいに共何馳 :脚 せられます｡どうか甘辞.お肌 ,に

苦い ,将 帥 'L.もつともつと不幸TL人たちの身の上を考えて政いて.V様のiAかいFZlJ62に上って不革な人Jtをよい.fFJ*え

て明朗日東を沈設いたしましょうO

- この劫 .'1､なぜ行i)ll.るか-

共阿井金瓶軌工.･大の二つの大きなrl的な持っています｡

◇民〃付と全事業の肋
軌のない赤ちゃん･甘よりのない老人･生軌こF刈って＼る母 ト みなし見 ･玲T･8の窯のElfE人■を敬啓している鯛 社会
書美女91武から捷肋するとともに､鞍書に上ろこびと希望をれえろのが大きなEl約の一つであります｡
○榊 の立切から恥 て

共掃印 加;刑 っれないとしたら,一作どんな良某になるでL上Io
民mTヒ会事案は 並びに帆 て▲城 上の行捻りから例 二田tr,多いのおもむくところ叔いほ朗illすむ ､.又11各加

に柵 金集めをするかの二つの書合しかもりません｡芳し､曲者の先買が朗glされた書合のことを想放して下さい.現在収

容さJLて＼る不串な人Aが､それこそ巷に氾らんし 暗恭なit全が生れろ｡まことに考えても恐ろしいことです｡横着の甘
食 JLG及び軌触ら:もしも各個に革姐 軌を起した時のことを懲魚して下さい｡軒に募金.夕に弊金,またJJずらわい ,臥
りであI)ます｡

本部における共同詳細 跡エ･幸い皆払方の丑肯&'る叫同伴とn心に上って･過ム≡ヶ年それぞLL立派な成rをあげております｡
好きをひかえて･欲い せL廿の一枚AJLえない人たちのために･今年も､皆んなの昧い･L)をhlウ合いtL上～｡

無

火
災
都
市
の

建

設

へ

火炎
予
防週
間
連

動

が
実

施
さ
れま
す

来
る
十

月<JEから'
全簡]せ
いに火
災
予

肪週叫
が

舞Jeされます｡
奈
良肘

は
昨
年
旬
旦
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